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沖縄の人々は長い間、在沖米軍基地再編に反対を表明してきました。彼らのその強い意志

は、本年初旬の稲嶺進氏を市長に選出した選挙での圧倒的な票に明らかです。稲嶺氏は名

護市に米軍基地を建設しないとの公約で選挙運動した候補者です。 
 
先週、私は米下院歳出委員会防衛小委員会の委員長に手紙を送り、普天間基地に駐留する

米軍海兵隊の名護市への移転計画についての私の懸念を表明しました。海兵隊がその部隊

を名護市へと移そうとするに際し、その議論には地元住民の視点がまったく存在していな

いのだ、と。 
 
稲嶺市長の選出は、自分達の環境と暮らしを守ろうとする地元の人々の勇敢なる闘いにお

ける重要で象徴的な勝利でした。沖縄の人々の懸念が考慮されなければなりません。基地

移転への彼らの強い反対、そして新たな軍事基地建設から生じるであろう環境上、経済上

の損害を脇に押しやることはできません。その地の海洋生物に自然の生息地を提供してき

た脆弱な珊瑚礁は、地元漁民の経済的基盤と共に脅かされています。 
 
私は沖縄の人々の懸念が米国連邦議会の中に確実に伝わるよう沖縄の人々の闘いを支援し、

彼らの土地と環境の擁護する努力を続けます。 


